
共通教育学群
アメリカ文学
比較文学

一瀨 厚一
19世紀アメリカの作家であるエマソンの思想を後世の文
学や哲学と比較し、エマソンが現在の文学や哲学にどの
ような影響をもたらしたのかについて研究しています。
略歴 所属学会など

2019年から3年間、日本大学文理学部で助手
として勤務。2023年より、日本工業大学共通
教育学群講師として着任。専門はアメリカ文学
および比較文学。

日本アメリカ文学会
日本ホイットマン協会
日本ナサニエル・ホーソー
ン協会
日本フラナリー・オコナー
協会
国際文化表現学会

研究紹介 エマソンが世界の文学・哲学に与えた影響

主な論文発表
・ホイットマンとエマソンにおける知性について
（『ホイットマン研究論叢』第38号, 令和4年）
・ホイットマンとエマソンにおける「一」と
「多」の構造について（『ホイットマン研究論
叢』第37号, 令和3年）
・ホイットマンとポール・ヴァレリー（『ホイッ
トマン研究論叢』第36号, 令和2年）

主な研究発表
・エマソンとボルヘスにおける「書物」について
（日本アメリカ文学会東京支部11月例会分科会,
令和5年）
・エマソンの “Brahma” と “Song of the 
Answerer” の類似性（日本ホイットマン協会第
60回記念大会,令和4年）
・ホイットマンとエマソンにおける知性について
（日本ホイットマン協会第59回例会,令和3年）

お問合せ 345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 
日本工業大学 共通教育学群 一瀨 厚一
Tel. 0480(33)7316 (直通), E-mail : ichinose.koichi@nit.ac.jp

いちのせ こういち

講師

現在の日本は世界の国々と盛んに交流しているため、明治時代初期まで、日本（人）が他国
（とりわけ西洋諸国）との交流に積極的ではなかったという事実に驚くかもしれません。例えば、
明治時代の日本の神道・仏教勢力はキリスト教およびその文化を積極的に受容することに強く反
発していました。しかし例外として、思想体系が類似しているという理由で、日本の伝統的宗教
勢力はキリスト教の一宗派であるユニテリアンとの対話の道を開きました。つまり、このユニテ
リアンという宗派はキリスト教の一派でありながら、キリスト教以外の宗教との思想的連関を所
持しているとみなされたのです。

19世紀アメリカの作家エマソンもこの宗派に属していました。エマソンはキリスト教の枠組み
にとらわれず、むしろそれを打破するかたちで創作を行いました。彼はキリスト教の世界観を超
えてより一般的な意味で、そして自然科学的な視点も踏まえて、「文学」「自然」「歴史」と
いった人文学における重要なイデオロギーについて考えました。このようなエマソンの思想にお
ける普遍的な傾向が、アメリカにとどまらず、日本やヨーロッパなど世界中に影響を及ぼしたの
だと考えています（例えば、有名なドイツの哲学者ニーチェもエマソンから多大な影響を受けて
おり、洋の東西を問わないエマソンの影響力が窺えます）。現在は、エマソンから影響を受けた
作家・思想家（ホルヘ・ルイス・ボルヘスなど）の作品を考察することで、これまであまり注目
されていなかったエマソンの思想に照射する研究に取り組んでいます。
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その他
イノベーション・起業教育

センター

起業教育・産学連携
社会連携筒井 研多

実務家教員として、学生への起業教育・学内ビジネスプ
ランコンテストの運営・学外ビジネスプランコンテスト
への支援、啓蒙活動などを行っています。
略歴 所属学会など
一貫して中小・ベンチャー企業に関するキャリ
アを歩んできました。東京都大田区の印刷業者
に就職後、印刷会社連携型のベンチャー立ち上
げに参画。その後、起業し株式会社ツイストブ
レインズ 代表取締役社長を経て現職。

研究紹介 学生の起業意識の変化と向上に関する研究
授業や、本学のビジネスプランコンテストの運営を通じ、学生に「起業」を自分事と感じてもらえる
ために、実践的な起業教育を行っています。
本学ビジネスプランコンテストは、2023年時点で第18回の開催を迎え、毎年数百名の学生が参加し
ています。更に学外や研究室のビジネスプランコンテストへの参加も積極的に推奨しており、学生へ
の事業計画やプレゼンテーションのブラッシュアップ支援を通じ、多くの学生の入賞を後押ししてい
ます。

つつい けんた

教授

ICTを活用した双方向型の起業教育を心がけて
おり、アントレプレナーシップ（起業家精神）
だけではなく、就職先企業の新規事業などで活
躍できる、イントレプレナー型リーダー（社内
起業家）の育成も目指しています。
こうした起業家教育に関する授業内データを集
約分析し、学生の起業意識・キャリア意識の経
年変化や、これをどのように向上させていくか
についての調査研究を行っています。
得られた成果や知見の社会還元も進めており、
高校生を対象にした起業教育や、地域と連携し
た社会課題解決型の起業教育のデザイン等にも
積極的に協力しています。

＜主な学外ビジネスプランコンテスト 支援実績＞
キャンパスベンチャーグランプリ（CVG）東京大会決勝 ・・・ りそな銀行賞（2016・2018・2021）
春日部市学生政策提案コンテスト ・・・ 3年連続最優秀賞（2017・2018・2019）
春日部市ビジネスプランコンテスト ・・・ 春日部商工会議所賞・春日部市商店会連合会賞（2019・2020）
さいたま市ビジネスプランコンテスト学生部門 ・・・ 決勝進出 （2016）
むつ☆ビジネスプランコンテスト（青森県むつ市） ・・・ 特別賞（2018）
開放特許を活用した学生アイデア発表会in埼玉（さいしんコラボ産学官） ・・・ 審査員特別賞（2020・2021・2022）

写真は2021年度ビジネスプランコンテスト表彰式


